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補足説明：地域を知ろう！「ゆるともカフェ」について

住民・地元事業者・学校・行政など が つながる場

住民のニーズ、お困り事を、気楽にしゃべる

地元事業者の得意技や地元の知恵を合わせて問題解決

地域事業創出・雇用増加

地域問題の解決
事業者が事業化・持続可能に

雇用も増加

2011年12月18日
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シニア若者・学生

住民と地域事業者他がつながる場

ゆるともカフェ

経済団体
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カフェ・エチケット 

◆人の話をよく聴く 

◆途中で遮らない 

◆話を否定しない 

◆質問する 

“ゆるともカフェ”で、 

みんなに話そう、 みんなで聴こう 

一人で解決できない困りごと 

地域にはいろんなプロがいます。 
地域事業者，学校の先生，職人，アーティスト，主婦 

作家，学生，公務員，外国人… 

“ゆるともカフェ”はそんな様々な人が参加して話し合います。 

問題解決のヒントが出ないはずはありません！ 

あなたのまちで開催します。 

あなただって地域のプロ、 

奮って、ご参加ください。 

「コバトン」 

テーマによっては 6 市 1 町全域の 

ゆるともカフェ も。 

新座市 和光市 

朝霞市 

志木市 

富士見市 

ふじみ野市 

三芳町 

若 者 と 真 剣 に

話 が で き て 良

かった。息子と

だって話したこ

とないのに。 

子育ての悩み

を聴いてもらっ

てよかった。 

地 震 が 恐 い 。

防災の話が出

来てよかった。 

教育のことをい

ろんな人に聴け

てよかった。 

健康の話が出

来て良かった。 

社会参画できた。 

地域を知ろう！ 

ゆるともカフェ 
遠すぎず・近すぎず・ほどよい関係 ゆったり喋れる和みの場 

（地域問題解決のための意見交換会・地域課題共有のための交流会） 
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◆「体験・ゆるともカフェ」をしませんか 
全体を４人テーブルに分けます。4 人がテーブルを囲んで話します。その内の一人はテーブル・

ホストです。テーブル・ホストが話題を出します。テーブルを入れ替えて話します。最後に最初

のテーブルに戻って話します。全体ホストが参加者全体のご意見を整理します。その結果、参加

者全員が、参加者全員の意見を聞くことになります。２時間程度で３０人全員の意見を知ること

ができます。市民が望んでいること、市民の考えていること、これらを共有することができます。 

 

「おしゃべりのエチケット」を説明しますので、それを守って話します。テーブル・ホストの

役割を学びます。 

 

 今後、「まちの歴史・文化・食」など、いろんなテーマで行います。三芳町や 2 市 1 町の人達で行う、

埼玉県南西部地域 6 市 1 町からもご参加いただいて、広域の意見を交換し合う、他市町の「ゆるともカ

フェ」に参加する、そんな地域間の交流を楽しみます。 

 

※<おしゃべりのエチケット> 

◎話は短く、簡潔に。 

◎話し手が話し終わるまで話に耳を傾けましょう。 

◎相手の話を否定しないようにしましょう。 

◎ホストが投げた問に意識を集中して話し合いましょう。 

◎あなたの考えを積極的に話しましょう。 

◎アイデアをつなぎ合わせてみましょう。 

◎耳を傾けて、深い洞察や問いを探しましょう。 

◎遊び心で、いたずら書きや絵を書きましょう。 

                                  会場の様子 

   
全体ファシリテータ                     全体整理 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        机上のメモ 

 

 

 

 

                                        カフェ後の最終整理 


